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五木地域森林整備推進協定に基づく令和８年度第１回ＷＧ会議を開催 

 【熊本南部森林管理署】 

 

〈 概要 〉 

令和８年 9 月３日及び４日、五木地域森林整備推進協定に基づく令和８年度第１回ＷＧ会議を

開催しました。 

 

現地検討会 

９月３日は、大畑（おこば）国有林 51林班において、球磨地域振興局をはじめとする関係者 25

名が参加し、低コスト造林と獣害対策を意識した「目隠造林の試行」について、現地検討会を行

いました。 

はじめに事務局を代表して熊本南部森林管理署長が、造林コストの削減など『新しい林業』の

実現に向けた取組状況について挨拶を行いました。 

現地検討会では、当署の森林整備官から取組の背景や伐区設定の考え方について説明を行いま

した。その後、参加者から今後の課題やコスト縮減、保安林における制限事項などについて質問

が出されるとともに、今後の取組に向けた意見交換が行われました。 

運営会議 

９月４日の運営会議では、 

1. 令和 7年度の実績報告及び協調出荷の状況並びに令和 8年度の実施計画 

2. 令和７年度ロードマップの実施状況 

3. 基幹林道等の復旧状況及び今後の復旧計画 

4. 令和８年度の取組方針 

について、協議を行い、協定締結者間における情報共有を図りました。 

また、全ての議事終了後には、九州森林管理局企画調整課長から、「関係者間の情報共有の場と

して今後も継続して取組を進めていただきたい」との挨拶があり、閉会しました。 

本協定では、国有林・民有林関係者が連携し、効率的かつ持続可能な森林整備を推進するため、

情報共有や現地検討会等を通じて課題解決に取り組んでいます。 

  

                     
  


